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■工事名称：（仮称）築地ホテル計画新築工事
■工事場所：東京都中央区築地６－－８
■建　築　主：トーセイ株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ一部ＲＣ造
■階　　数：地下１階、地上階
■基本設計・デザイン監修：株式会社ＩＡＯ竹田設計
■設計・監理：東鉄工業株式会社一級建築士事務所
■施　　工：東鉄工業株式会社東京建築支店
■工　　期：年９月日～年７月４日

　トーセイグループは、〝あらゆる不動産シーンにおい
て新たな価値と感動を創造する〟という企業理念のもと、
不動産を中核とした事業を展開しています。年月、
当時のホテル好況を背景に、賃貸収益より高い収益性が
見込める事業として、東京神田に、自社ホテル第１号店
トーセイホテルココネ神田を開業し、ホテル事業に新規
参入しました。以降、コロナ禍に見舞われ苦境に立たさ
れることがあったものの、都内中心に計七つのホテルを
オープン、運営してまいりました。
　今般、既存ホテルのコンセプトである〝ここちよい、
こころの音が響く宿〟を継承し、新たに〝上質（プレミ
ア）なＣＯＣＯＮＥ（ココネ）〟として、当社初となる
「プレミア」を冠したブランドホテル「トーセイホテル
ココネ築地銀座プレミア」が年９月１日に、新規開
業する運びとなりました。

　国内外から観光地として高い人気を誇り、連日観光客
でにぎわう築地場外市場にあり、銀座にも徒歩でアクセ
スできる抜群の立地です。当社既存ホテルに比して、〝こ
れまでより上質に〟を合言葉に、客室を設（しつら）え、
客室備品・アメニティを設置しました。具体的には、全
部屋の広さを既存ホテル以上に確保し、全室のうち
約半数にあたる室をお客さまが靴を脱いでくつろげる
畳の小上がりの和洋室としています。および㎡以上の
プレミアムルームにはコーヒーメーカーを備え付け、さ
らに当社初となるスイートルームを設置しました。また
ＳＤＧｓの取り組みの一環として、当社初の再生可能エ
ネルギーを利用した電力でのホテル運営、環境に配慮し
たプラスチック・スマートのアメニティの導入と、これ
までの当社ホテルより一線を画する上質なホテルとなり
ます。
　お客さまにホテルステイを十二分に楽しんでいただく
ための、当社初のサウナ、炭酸泉がある大浴場、ドリン
ク飲み放題かつコミックが無料で読める大浴場専用休憩
室、ナイトバーを楽しめるレストラン、知的好奇心を満た
す本やボードゲームが楽しめるライブラリースペース、
そのほか、宴会場や七つの会議室があるなど、ビジネス
から観光までどのようなご利用シーンでも、お楽しみい
ただけます。大浴場は日帰りのお客さまも利用可能です。
　これまで当社が開業し、運営してきたホテルとは、一
線を画したホテルとして位置付けており、上質なホテル
ステイをお客さまに提供いたします。当社としては、新
たな挑戦の第一歩であるとともに、今後の旗艦店として
当ホテルを位置づけており、当ホテルをご利用されるお
客さまにとって一層快適で満足のいくひと時となるよ
う、スタッフ一同、ホスピタリティとともに、気合十分
なホテル運営をする心意気です。当社の事業活動を活性
化するとともに、国内の活気を取り戻す一助となれるよ
うまい進する所存です。

南西面外観

　建設地は築地場外市場と呼ばれる地区内にあり、多様な観光客が多く行き交う街
に位置します。地区への新たな都市機能の導入、観光・ビジネスの新拠点を担う事
業です。市場移転から再開発を予定する新しい都市像の予感、海を越えて来客する
人々が行き交った歴史と旅を連想する帆船をイメージした白と木を基調とする外観
は、ホテル施設として施設来訪者をお出迎えします。
　大浴場、宴会場、レストラン、会議室、ラウンジを併設し、総合演出として「招
福」というテーマを掲げました。日本の伝統文化に根付いたハレに対する心情を伝
える伝統模様の物語を施設内に配置し、施設全体で一貫性のある和のおもてなしを
行えるように計画しました。

　客室は、古来より現在まで継承する日本のライフスタイルである素足文化を取り
入れた空間としました。靴エリア（土間）と素足エリア（小上がり）に連携する障
子と蹲（つくばい）の機能を添えました。水回りスペースとベッドスペースに光を
通す緩やかな境界として障子の演出、身を清めるという言葉にあるように蹲機能の
手洗いカウンターを小上がりと土間の境界に配置しました。
　日本の振る舞い・おもてなしを体験・再確認できることが、施設利用者となるイ
ンバウンド、国内観光客へ向けても、日本の心に触れる旅をするような宿泊施設を
イメージしました。

株式会社ＩＡＯ竹田設計　東京デザインルーム　　　海野　典生
　　　　　　　　　　　　東京第４事務所　　　　　五味　　純

ラウンジ バンケットルーム 大浴場


